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大学では、土木工学を専攻していました。少年時代、本州と四国をつなぐ連絡大橋等のプロジェ
クトを目の当たりにする中で、大規模な建設事業に憧れたことが学科を選択するきっかけになりまし
た。しかし大学時代には、大規模な土木構造物の建設よりも、それら構造物の空間・ネットワークとし
ての位置づけ等、都市・地域・国土のシステムの一部としてみること、空間システムのほうに次第に自
分の興味は移行していました。
そのような時に阪神・淡路大震災が発生しました。この出来事は、自分の方向性を考え直すきっか
けにもなりました。もともと災害対応システムにも関心があったこともあり、複合的な観点から都市防
災、都市・地域計画についてより深く学びたいと考えるようになりました。そのため、大学院では都市
科学を専攻し、都市防災研究室に所属しました。
一方で大学院の時までは実務を志していましたが、なぜか次第に研究者を志すようになりました。
これまで、民間コンサルタント、研究機関、大学等、のべ6箇所の職場を経験し、本年4月に着任いた
しましました。
私の専門分野は、自然災害に関する都市防災計画、減災システムです。「災害発生前からの事前の
対策」、「災害発生後の応急的な対応」、「復旧・復興の支援体制」を研究の対象範囲にしています。
「災害発生前からの事前の対策」については、現在、津波避難対策に関連する防災まちづくり・地
域づくりについて、地域住民の方 、々行政職員の方々等、地域と連携しながら活動を展開することに
注力しています。地震発生時の情報伝達のあり方、避難方法のあり方、避難場所・避難路の整備のあ
り方について、総合的に津波からの避難体制を検討していきたいと考えています。また、それらの形
成方法についても実践を通じて模索している段階です。
「災害発生後の応急的な対応」については、効率的な災害対応に関する組織マネジメントに関心が
あります。行政機関の災害対応体制について、プロジェクトマネジメントに用いられる手法を援用し、
対応を効率的になせるようにする方略を検討しています。また、特に南海トラフ地震等の広域巨大災
害を見据えて、課題の定量化とそれに対する資源配分の対応戦略の策定に寄与できることを念頭に
置いて研究を進めたいと考えています。
「復旧・復興の支援体制」に関しては、これまで、阪神・淡路大震災、台湾921集集地震、新潟県
中越地震、東日本大震災を対象として調査・研究を実施してきました。有効な復興支援のあり方を検
討するためには「復興」というやや大きな概念で考えるだけでなく、復興に関する概念を細分化する
ことによって復興段階を捉えられるようにすることが肝要だと考えています。これらの復興段階のフ
レームとそれらの関係性、効果的な支援のあり方について検討しようとしています。
上記のテーマについては、社会的に活用できる成果を具体的に示すこと、総合的な減災システムの
基礎的体系を示すことを目指して研究を推進したいと考えています。学生諸氏とも連携し、フィー ルド
調査、災害調査を積極的に実施していきたいと考えています。
もとより微力ではございますが、より一層教育・研究に打ち込んでいきたいと考えておりますので、
ご指導ご鞭撻の程何とぞよろしくお願いいたします。
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